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1 ｜

　

今
、本
州
は
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
の
方
々
に
栄
養
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
、み
な
さ
ん
と
て
も
つ
ら

そ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。北
海
道
も
徐
々
に

花
粉
が
舞
う
時
季
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。か

く
い
う
私
も
幼
少
期
か
ら
花
粉
症
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
一
人
。そ
の
症
状
は
や
や
重
く
、

く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、目
の
か
ゆ
み
だ
け
で
は

な
く
、発
熱
や
顔
の
腫
れ
が
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、症
状
が

和
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
日
々
の
”腸
活
の
賜
物
“か
も
し

れ
ま
せ
ん
。腸
に
は
免
疫
細
胞
が
多
く
存

在
し
て
お
り
、腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。腸
活
と
い
え
ば
発
酵
食
品

や
食
物
繊
維
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
魚
も
、腸
活
を
支
え
る
食
品
の
ひ
と
つ
。

　

魚
に
多
く
含
ま
れ
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）や
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）は
、腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の

を
助
け
た
り
、腸
の
炎
症
を
抑
え
た
り
す
る

な
ど
、腸
内
環
境
を
整
え
る
一
助
に
な
る
と

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
の
軽
減
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
た
、魚
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
は
免
疫
機
能
の
調
整
に
働
く
栄
養
素
で
、

免
疫
を
整
え
る
こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

に
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
栄
養
指
導
の
中
で
感
じ
る
の
は
、

魚
を
食
べ
る
機
会
が
少
な
い
人
が
多
い
こ

と
で
す
。私
の
指
導
対
象
で
は
、週
に
2
回

魚
を
食
べ
て
い
れ
ば
多
い
方
と
い
う
印
象
で

す
。指
導
で
は
、週
に
半
分
以
上
は
魚
を
取

り
入
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
花
粉
シ
ー
ズ
ン
が
来
る
前
に
、

し
っ
か
り
魚
を
食
べ
て
、体
調
を
整
え
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。魚
さ
ん
、花
粉
ガ
ー
ド

よ
ろ
し
く
ね
！

魚
で
花
粉
症
対
策
!?

北海道を代表
する食のプロフェッシ
ョナルに、本道沿岸で獲
れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂き
ます。

上う
え
さ
か坂

マ
チ
コ

食
と
栄
養
の
サ
ポ
ー
ト 

ｃｏ
ｌａｎ
代
表

／
管
理
栄
養
士
／
料
理
家
／
ｗｅ
ｂ
ラ

イ
タ
ー

テ
レ
ビ
出
演
、新
聞・雑
誌
な
ど
で
コ

ラ
ム
連
載
や
栄
養
監
修
、レ
シ
ピ・ス

タ
イ
リ
ン
グ
の
提
供
な
ど
を
行
う
。

講
演
会
や
食
事
指
導
、料
理
講
師
、短

大・専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
な
ど

活
動
は
多
岐
。ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
昆

布
や
鮭
の
情
報
を
広
く
発
信
。 
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ぎょれん中期的事業推進方向と
令和8年度事業計画 -前編-

特 集
SPECIAL

令和８年度が始まりました。今月と来月の２号にわたり、ぎょ
れんの「中期的事業推進方向（案）」と「令和８年度事業計画
（案）」をご紹介します。
今月は中期的事業推進方向と、令和８年度事業計画のうち、
漁政対策、指導・教育事業、漁業環境保全対策、販売事業（全体
方針及び秋鮭）を、来月は「令和８年度事業計画ー後編ー」とし
て、販売事業のうち、ほたて・昆布・鮮魚に関する事業と、末端
加工製品、食の安全・安心対策、宣伝販促・食育事業、購買事
業、経営体制の計画をご紹介します。

ぎょれん  安田副会長

特集 ぎょれん中期的事業推進方向と令和8年度事業計画 −前編−

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
購
買
行
動
の
変
化
が
定
着
し
、
家
庭

内
消
費
や
簡
便
志
向
、価
格
へ
の
感
度
の
高
ま
り
な
ど
、

市
場
構
造
の
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
一
層
求
め
ら
れ

た
3
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
水
産
物

需
要
の
拡
大
や
円
安
基
調
を
背
景
に
、
道
産
水
産
物
の

輸
出
量
・
金
額
は
一
定
の
伸
び
を
示
し
た
も
の
の
、
海

外
市
場
の
不
安
定
な
動
向
や
為
替
変
動
リ
ス
ク
や
関
税

リ
ス
ク
、
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出

に
伴
う
風
評
被
害
へ
の
対
応
な
ど
、
輸
出
環
境
を
巡
る

課
題
も
顕
在
化
し
て
お
り
、
的
確
か
つ
継
続
的
な
対
応

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
社
会
全
体
に
浸
透
す

る
な
か
、
脱
炭
素
化
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た

環
境
課
題
へ
の
対
応
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
に
と
ど

ま
ら
ず
、
取
引
先
や
消
費
者
か
ら
の
評
価
、
さ
ら
に
は

市
場
競
争
力
に
も
直
結
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
水
産
業
に
お
い
て
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
生

産
・
流
通
体
制
の
構
築
や
、
持
続
可
能
性
を
意
識
し
た

取
組
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ

る
目
標
に
沿
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
重
要
性
は
、
今
後
一

層
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
か
つ
て
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
短
期
的
な
対
応
の
み
で
は
解
決
が
困
難
で
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
た
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
取
組

を
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
と

地
域
漁
業
の
活
性
化
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り
道
産
水

産
物
の
安
定
供
給
体
制
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
次
期

中
期
的
事
業
推
進
方
向
に
お
い
て
は
、
従
来
の
３
か
年

計
画
か
ら
５
か
年
計
画
へ
と
計
画
期
間
を
変
更
し
、
よ

り
長
期
的
か
つ
未
来
志
向
の
計
画
体
系
と
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

そ
の
中
核
と
し
て
、
２
０
３
０
年
ぎ
ょ
れ
ん
ビ
ジ
ョ
ン

「
守
る
・
育
て
る
・
つ
な
ぐ
―
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る

北
海
道
漁
業
の
実
現
」

を
掲
げ
、
山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
組
織
を

挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う

水
産
資
源
の
変
動
や
漁
業
者
の
減
少
、
資
源
管
理
の
高

度
化
な
ど
、
本
道
漁
業
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の
構
築
と
資

源
の
維
持
・
回
復
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
や
風

評
被
害
か
ら
の
復
興
支
援
、
担
い
手
・
後
継
者
対
策
や

設
備
投
資
支
援
を
通
じ
て
漁
業
生
産
基
盤
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
漁
協
が
地
域
漁
業
の
中
核
と
し
て
持
続

的
に
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
漁
協
経
営
の
適

正
化
に
向
け
た
指
導
・
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

研
修
や
情
報
提
供
を
通
じ
た
浜
の
人
材
育
成
と
組
織
力

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

河
川
・
海
洋
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
の
変
化
や
多
様
化
す

る
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
本
道
の
美
し
い
海
と
豊
か

な
海
洋
生
物
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
続
け
る
た
め
の
取

組
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
内
流
通
対
策
を
基
軸
と

し
て
、
漁
協
・
関
連
会
社
・
協
力
会
社
と
の
組
織
的
な

連
携
の
も
と
、
安
全
・
安
心
対
策
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、

原
料
供
給
の
不
安
定
化
や
消
費
動
向
の
変
化
に
対
応
し

た
高
次
・
高
付
加
価
値
加
工
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
し
た
商
品
開
発
機
能

お
よ
び
販
売
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
販
売
戦
略
と
連
動
し
、
消
費
者
志
向
や
社
会

情
勢
を
的
確
に
捉
え
た
効
果
的
な
宣
伝
・
販
促
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
手
法
も
活
用
し
な
が

ら
、
食
育
な
ど
の
魚
食
普
及
活
動
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
組
と

連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。

輸
出
に
お
い
て
は
、
既
存
販
売
先
と
の
取
組
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
品
目
別
戦
略
に
基
づ
く
新
た
な
販
売

ル
ー
ト
の
維
持
・
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
鮮
魚
流
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
浜
と
連
携

し
た
加
工
・
冷
凍
・
流
通
体
制
の
拡
充
を
進
め
、
魚
価

の
安
定
と
持
続
的
な
流
通
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
や
燃
油
、
人
件
費

の
高
騰
に
よ
り
上
昇
す
る
漁
業
資
材
コ
ス
ト
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
開
発
・
普
及
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

資
材
の
安
定
供
給
と
取
扱
品
目
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。あ

わ
せ
て
、
漁
具
リ
サ
イ
ク
ル
の
継
続
・
普
及
や
環

境
配
慮
型
包
装
資
材
の
活
用
促
進
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
・
再
資
源
化
な
ど
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け

た
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
用
燃
油
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
点

検
・
整
備
を
徹
底
し
、
管
理
体
制
の
充
実
と
系
統
利
用

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
省
力
化
機
器
や
新
技
術
の

導
入
支
援
を
通
じ
て
、
営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
と
作
業
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
次
期
５
か
年
の
各
種
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
指
導
・
経
済
事
業
連
合
会
と
し
て
、
益
々
高
ま
る

浜
か
ら
の
負
託
に
こ
た
え
、「
浜
か
ら
信
頼
さ
れ
る
」

系
統
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
新
技
術
の
活
用
も

検
討
し
た
な
か
で
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

浜
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
今
後
も
想
定
さ
れ
る

厳
し
い
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
盤
石
な
経
営
体
制
の

構
築
を
目
指
し
、
各
事
業
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

  

中
期
的
事
業
推
進
方
向
の

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
な
考
え
方
　
　
　
　

本
会
は
、「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
北
海
道
漁
業

の
実
現
」
を
基
本
方
針
と
し
た
中
期
的
事
業
推
進
方
向

を
策
定
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
、
会
員

と
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
社
会
経
済
活
動
全
般

に
お
い
て
概
ね
収
束
へ
向
か
う
一
方
、
長
期
化
す
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情
勢
の
不
安
定

化
、
円
安
の
進
行
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
続
い
た
３
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
気
候
変
動
や
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に

加
え
て
、
従
来
の
延
長
線
上
で
は
捉
え
き
れ
な
い
社
会

構
造
の
変
化
へ
の
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
た
期
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
本
道
の
漁
業
生
産
は
、

い
わ
し
や
ほ
た
て
の
比
較
的
安
定
し
た
生
産
が
下
支
え

と
な
っ
た
ほ
か
、
昆
布
、
さ
ん
ま
、
い
か
な
ど
一
部
魚

種
に
お
い
て
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
秋
鮭

が
突
発
的
な
大
不
漁
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し

て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
や
魚
種
に
よ
る
生
産
・
経
営
状
況
の
格

差
が
一
層
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
急
激
な

変
化
が
漁
業
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
か
ら
の
人
口
流

出
に
よ
る
労
働
力
不
足
は
、
漁
業
経
営
の
み
な
ら
ず
、

水
産
加
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
業
界
全
体
に
お
い

て
も
、
生
産
基
盤
の
維
持
・
確
保
を
困
難
に
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
流
通
面
に
お
い
て
は
、
国
内
人
口
の
減
少
が
継

続
す
る
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
消
費
者
の
ラ

3 ｜ ｜ 2
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中期的事業推進方向（案）（令和8年度～令和12年度）

２０３０ぎょれんビジョン

重点施策　

部 門 別 重 点 方 針

経 営 重 点 方 針

指 導 部 門

購 買 部 門

販 売 部 門

○漁　政

○漁網綱

○持続可能な経営体制実現に向けた改革の推進

○未来人材創造戦略の推進

○海と地域の価値をひらくCSR活動の推進

○石油製品

○包装資材

○漁業資材リサイクル

○その他機器

○市　場

○加　工

○流　通

○指導教育

○環　境

5 ｜ ｜ 4
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２
．
指
導
・
教
育
事
業

　
　
　
　

労
働
力
不
足
と
水
産
資
源
の
減
少
傾
向
が
続
く
な

か
、
漁
協
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、
中
長
期
的
視
点

を
踏
ま
え
た
事
業
運
営
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
の
新
５
か
年
中
期
的
事

業
推
進
方
向
の
考
え
方
に
基
づ
き
「
漁
協
組
織
力
の

強
化
」
を
達
成
す
べ
く
、
従
来
か
ら
の
研
修
、
監

査
、
漁
協
経
営
に
係
る
指
導
お
よ
び
情
報
提
供
体
制

を
維
持
し
な
が
ら
、
業
務
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
漁
協
経
営
の
安
定
化 

①
水
協
法
等
関
連
法
規
や
税
制
等
に
関
す
る
研
修

会
開
催
お
よ
び
情
報
提
供
の
継
続
と
、
中
長
期

視
点
に
立
っ
た
計
画
策
定
に
向
け
た
ツ
ー
ル
の

提
供

②
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
監
査
を
通
じ
、
漁
協
に

対
す
る
経
営
実
務
指
導
の
継
続
と
、
業
務
改
善

に
つ
な
が
る
情
報
提
供
と
提
案
の
実
施

（
２
）
協
同
組
合
意
識
の
向
上 

①
組
合
員
に
対
す
る
協
同
組
合
意
識
醸
成
に
向
け

た
研
修
会
の
開
催
支
援

②
青
年
部
、
女
性
部
な
ど
漁
協
下
部
組
織
で
活
用

で
き
る
学
習
教
材
等
の
提
供

（
３
）
漁
協
組
織
人
材
の
確
保 

①
労
働
法
や
労
働
環
境
に
関
す
る
情
報
提
供
、
お

よ
び
給
与
等
就
労
情
報
に
関
す
る
情
報
提
供
の

実
施

（
4
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上 

①
内
部
統
制
や
不
祥
事
未
然
防
止
に
関
連
す
る
情

報
提
供
や
、
研
修
会
開
催
な
ど
漁
協
経
営
の
安

定
化
に
つ
な
が
る
対
応
の
継
続

 

３
．
漁
業
環
境
保
全
対
策

　
　
　
　

河
川
環
境
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
流
出
事
故
や
、

製
糖
工
場
・
澱
粉
工
場
・
畜
産
施
設
か
ら
の
汚
濁
水

流
出
な
ど
、
農
業
関
連
の
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
、
河
川
環
境
に
対
す
る
重
大
な
懸
念
事
項
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
企
業
に
よ
る
休
廃
止
鉱
山

の
再
開
発
な
ど
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

海
洋
環
境
で
は
、
ト
ド
等
有
害
生
物
対
策
や
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、
流
木
対
策
と
洋
上
風
力

発
電
開
発
へ
の
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
環
境
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
て
、
下
記
の
諸
対
策
を
推
進
し
ま
す
。 道漁青連「漁師さんの出前授業」

 

１
．
漁
政
対
策

　
　
　
　

海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う
水
産
資
源
の
変
動
や
漁

業
者
の
減
少
等
と
い
っ
た
構
造
的
問
題
に
加
え
て
、

自
然
災
害
、
海
獣
等
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の

ほ
か
、
日
中
関
係
の
悪
化
を
受
け
て
、
中
国
に
よ
る

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
日
本
産
水
産

物
の
輸
入
停
止
措
置
が
実
質
的
に
継
続
さ
れ
る
な

ど
、
本
道
漁
業
に
お
け
る
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
昨
年
度
、
小
型
ス
ル
メ
イ
カ
釣
り
漁
業
に

お
い
て
、
T
A
C
超
過
に
よ
り
操
業
規
制
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
国
が
進
め
る
資
源
管
理
の
在
り
方
も
大
き

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
本

道
漁
業
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら
課
題
が
解
決
さ
れ
、
持

続
的
な
漁
業
が
実
現
す
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）
漁
業
・
漁
協
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取

組
の
強
化 

①
漁
業
者
の
設
備
投
資
（
漁
船
・
漁
具
・
機
器
等
）

に
係
る
支
援
策
の
強
化
に
向
け
た
取
組

②
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
見
直
し
に
伴
う
代
替
支

援
策
の
検
討
継
続

③
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業

等
、
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
組

④
収
入
安
定
対
策
が
機
能
し
な
い
漁
業
に
対
す
る

下
支
え
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
組

⑤
国
の
施
策
推
進
に
伴
う
水
揚
げ
減
少
に
よ
り
減

収
と
な
っ
た
漁
業
・
漁
協
経
営
に
対
す
る
支
援

実
現
に
向
け
た
取
組

⑥
担
い
手
・
後
継
者
対
策
の
取
組
強
化
と
外
国
人

材
活
用
に
向
け
た
取
組

 （
２
）
本
道
の
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
水
産
資
源

の
維
持
・
増
大
に
向
け
た
取
組
の
推
進 

①
栽
培
漁
業
・
増
養
殖
事
業
に
係
る
実
効
性
あ
る

施
策
実
現
と
予
算
確
保
に
向
け
た
取
組

②
資
源
減
少
要
因
の
究
明
に
向
け
た
調
査
研
究
体

制
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
組

③
資
源
管
理
上
の
課
題
の
明
確
化
と
解
決
に
よ
る

実
態
に
即
し
た
管
理
の
実
現
に
向
け
た
取
組

④
漁
獲
が
減
少
し
て
い
る
資
源
の
回
復
に
向
け
た

必
要
な
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
組

⑤
資
源
の
維
持
・
回
復
を
阻
害
す
る
密
漁
防
止
と

遊
漁
対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
組

（
３
）
漁
村
振
興
及
び
漁
場
環
境
保
全
に
係
る
取

組
実
施 

①
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の
防
止
と
漁
業
経

営
へ
の
影
響
軽
減
に
向
け
た
取
組

②
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
等
の
継
続
的
な
予

算
確
保
に
向
け
た
取
組

③
赤
潮
被
害
の
抑
止
と
軽
減
に
向
け
た
取
組
の
継
続

（
４
）
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
よ
る
影
響
の
軽
減
に
向
け
た
取
組 

①
国
に
よ
る
各
種
対
策
事
業
の
活
用
推
進

②
漁
業
被
害
に
係
る
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
の

枠
組
の
活
用
継
続 

（
５
）
災
害
被
害
対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取

組 

①
流
木
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
漁
業
被
害
か
ら
の

早
期
復
旧
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組

②
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
等
の
災
害
復
旧
に
活

用
可
能
な
各
種
支
援
事
業
の
拡
充
強
化

（
６
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
に
対
す
る
対
応 

①
多
国
間
の
貿
易
交
渉
に
伴
う
本
道
漁
業
へ
の
影

響
回
避
に
向
け
た
取
組

滝波農林水産副大臣（当時）への要請

（
１
）
河
川
環
境
保
全
対
策 

①
農
業
系
排
水
対
策

農
業
関
連
団
体
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
課

題
の
共
有
と
対
策
を
要
請

各
振
興
局
等
行
政
に
よ
る
指
導
強
化
を
要
請

②
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
工
事
対
策

鉄
道
運
輸
機
構
や
開
発
局
と
の
協
議
、
水
質
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
と
結
果
確
認

現
地
視
察
の
実
施

③
半
導
体
工
場
排
水
対
策

連
絡
会
議
を
通
じ
た
道
・
ラ
ピ
ダ
ス
と
の
協
議

体
制
の
堅
持

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価
継
続
、P
F
A
S
等

最
新
知
見
の
収
集

④
鉱
山
開
発
対
策

早
期
の
情
報
収
集
、
着
手
前
の
水
質
把
握
、
各

種
抗
議
や
要
請
支
援

（
２
）
海
洋
環
境
保
全
対
策 

①
洋
上
風
力
発
電
対
策

漁
業
者
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、
事
業
者

と
の
協
議
を
継
続

法
定
協
議
会
に
お
け
る
提
言

②
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策

な
み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
展
開
（
５

か
所
開
催
予
定
）

動
画
、
H
P
等
の
各
種
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

活
動
周
知

③
油
流
出
事
故
対
応
力
強
化

専
門
家
の
協
力
の
下
で
指
導
者
養
成
講
習
会
を

実
施

タ
ン
カ
ー
事
故
等
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成

令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

指
導
事
業
に
つ
い
て
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（
３
）
有
害
生
物
対
策 

①
ト
ド

ハ
ン
タ
ー
養
成
に
か
か
る
補
助
事
業
の
周
知
、

募
集
活
動
の
強
化

駆
除
枠
の
柔
軟
な
運
用
を
国
に
要
請

追
払
い・
離
島
連
携
の
事
務
処
理
円
滑
化
を
支
援

②
ザ
ラ
ボ
ヤ

処
理
費
用
の
増
額
を
要
請

③
ア
ザ
ラ
シ

国
や
道
の
ア
ザ
ラ
シ
保
護
管
理
検
討
会
に
て
、

漁
業
者
の
立
場
を
共
有

調
査
の
み
な
ら
ず
実
効
性
あ
る
対
策
を
要
望

④
ク
ラ
ゲ
類

大
型
ク
ラ
ゲ
対
策
基
金
事
業
の
維
持
要
請

キ
タ
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
対
応
予
算
の
増
額
要
請昭和63年から始まった「お魚殖やす植樹運動」

昨
年
の
全
道
水
揚
げ
は
、
主
要
魚
種
で
あ
る
昆

布
、
さ
ん
ま
が
回
復
傾
向
を
み
せ
た
一
方
で
、
秋
鮭

が
１
万
ト
ン
台
と
い
う
過
去
に
例
を
み
な
い
大
減
産

と
な
っ
た
ほ
か
、
安
定
的
な
漁
獲
量
・
生
産
量
を
維

持
し
て
い
た
、
い
わ
し
、
ほ
た
て
が
落
ち
込
み
を
み

せ
る
な
ど
、
平
成
29
年
以
来
8
年
ぶ
り
に
1
0
0
万

ト
ン
を
割
り
込
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
金

額
に
つ
い
て
は
魚
価
高
を
背
景
に
約
3
，
2
0
0
億

円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

水
産
物
の
流
通
は
、
長
引
く
円
安
基
調
の
な
か
、

外
国
人
観
光
客
に
向
け
て
は
依
然
一
定
の
需
要
は
あ

る
も
の
の
、
家
庭
向
け
製
品
に
つ
い
て
は
、
生
活
コ
ス

ト
全
般
の
高
騰
に
圧
さ
れ
る
形
で
買
い
控
え
が
進
ん

で
い
る
他
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
輸
出
動
向
の

先
行
き
不
透
明
さ
な
ど
も
あ
り
、
国
内
外
へ
の
販
路

の
拡
充
及
び
直
近
の
経
済
状
況
に
マ
ッ
チ
し
た
高
付

加
価
値
な
製
品
の
提
案
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
し
た
各
種
流
通
・

宣
伝
・
販
促
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
高

品
質
・
安
全
安
心
を
訴
求
し
、
北
海
道
水
産
品
の
さ

ら
な
る
販
路
拡
大
に
繋
げ
ま
す
。

（
１
）
市
場 

安
定
流
通
・
魚
価
維
持
の
た
め
の
産
地
市
場
対
策

の
拡
充 

①
突
発
的
か
つ
集
中
水
揚
げ
時
に
対
応
し
う
る
広

域
的
な
凍
結
・
加
工
・
流
通
体
制
の
拡
充

②
全
国
的
な
原
料
不
足
を
背
景
と
し
た
原
魚
対
策

及
び
魚
価
対
策
の
強
化 

 

（
２
）
加
工 

漁
協
・
協
力
会
社
・
関
連
会
社
と
の
組
織
的
連
携

に
よ
る
加
工
機
能
強
化 

①
各
魚
種
の
魅
力
を
活
か
し
た
高
付
加
価
値
製
品

の
開
発
及
び
販
売
強
化

②
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
に
向
け
た
品
質
・
衛

生
管
理
ス
キ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上

③
社
会
情
勢
や
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た

販
売
戦
略
の
強
化

（
３
）
流
通 

①
国
内
販
売
対
策

ア
．
各
販
売
業
態
に
対
応
し
た
販
売
戦
略
及
び

商
品
開
発
の
推
進

イ
．
海
外
委
託
加
工
も
活
用
し
た
安
定
的
な
原

料
確
保
及
び
製
造
コ
ス
ト
の
抑
制

ウ
．
重
要
取
引
先
と
の
取
組
強
化
に
よ
る
安
定

流
通
及
び
新
規
販
路
の
拡
充

エ
．
消
費
動
向
・
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
柔
軟

な
宣
伝
・
販
促
活
動
の
強
化

オ
．
M
S
C
、
M
E
L
等
を
活
用
し
た
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化 

②
輸
出
対
策 

ア
．
国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
な
い
、
幅
広
い
国

へ
の
販
路
の
維
持
・
開
拓

イ
．
原
料
輸
出
に
よ
る
市
場
確
保
の
取
組
継
続

ウ
．
海
外
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
輸
出
の
販

路
確
立

 

１
．
秋
鮭

　
　
　
　

令
和
7
年
の
水
揚
げ
は
、
前
年
を
大
き
く
下
回
る

1
万
4
千
ト
ン
台
に
留
ま
り
ま
し
た
。

流
通
に
お
い
て
は
、
浜
値
に
連
動
し
原
料
価
格
が

高
騰
し
て
お
り
、
親
製
品
で
は
道
産
秋
鮭
の
使
用
を

断
念
す
る
加
工
業
者
が
出
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
魚
卵
製
品
に
つ
い
て
も
、

水
揚
減
少
に
よ
り
生
産
量
は
限
定
的
と
な
っ
た
も
の

の
、
製
品
価
格
は
史
上
最
高
値
と
な
り
、
今
後
の
消

化
状
況
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
8
年
度
に
お
い
て
は
、
既
存
販
売
先
と
の
取

組
を
一
層
強
化
し
、
道
産
秋
鮭
売
場
を
死
守
す
る
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
加
え
て
高
単
価
環
境
を

踏
ま
え
、
よ
り
付
加
価
値
を
付
け
た
製
品
の
開
発

や
、
新
し
い
販
売
業
態
を
開
拓
し
消
費
の
す
そ
野
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
背
面
処
理
能
力

（
加
工
・
運
送
等
）
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

な
水
揚
げ
回
復
に
備
え
、
広
域
的
な
原
魚
処
理
体
制

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
秋
鮭
流

通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
各
種
対
策
を
計
画
的
に

実
施
し
、
厳
し
い
環
境
下
で
は
あ
る
も
の
の
、
秋
鮭

の
安
定
的
な
消
流
お
よ
び
売
場
の
維
持
に
向
け
た
取

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

（
１
）
生
鮮
対
策 

① 

生
鮮
需
要
の
売
場
死
守
に
向
け
た
生
フ
ィ
レ
・

生
筋
子
の
取
組
強
化

② 

円
滑
な
原
魚
供
給
に
向
け
た
関
連
会
社
、
加

工
業
者
、
配
送
業
者
と
の
取
組
継
続

 （
２
）
国
内
対
策 

〈
親
製
品
〉 

①
収
支
確
保
を
目
的
と
し
た
製
品
の
適
正
配
置
と

販
売
強
化

②
加
工
向
け
冷
凍
ド
レ
ス
の
集
荷
強
化
と
販
路
の

再
構
築

③
高
単
価
環
境
に
対
応
し
た
付
加
価
値
製
品
の
新

規
開
発
・
改
良

〈
魚
卵
製
品
〉 

①
既
存
販
売
先
（
量
販
、
生
協
）
と
の
取
組
強
化

に
よ
る
販
路
の
死
守

②
高
単
価
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
販
路

構
築
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
含
む
外
食
・
業
務
筋
等
） 

（
３
）
輸
出
対
策 

①
将
来
的
な
水
揚
げ
回
復
を
見
据
え
た
原
料
輸
出

ル
ー
ト
の
維
持
・
整
備
（
タ
イ
、
台
湾
、
東
南

ア
ジ
ア 

他
）

②
製
品
輸
出
ル
ー
ト
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
た
海

外
販
促
の
継
続
（
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、
香
港
、

カ
ナ
ダ 

他
）  

 

（
４
）
そ
の
他 

①
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル（
M
E
L
）認
証
の
国
内
外
に

お
け
る
普
及
促
進
と
認
知
向
上

②
海
外
で
の
M
E
L
流
通
加
工
認
証（
C
o
C
認

証
）の
取
組
推
進

秋鮭水揚量・単価推移
（単位：千トン） （単位：円／キログラム）
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なみまるインフォメーションNAMIMARU INFORMATION

解き方
リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探していきます。
文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読んでもOK。すべて見つけ
た後、使われなかった文字をうまく並べかえると答え（魚の名前）になります。

例　題

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

ブレイクタイムブレイクタイム

リ ス トア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

ア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

〈解答〉サバ

右と左の絵には、
5ヵ所の異なるところがあります。 
さあ、見つけてください。
（印刷のズレや汚れは関係ありません。）

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

間違いは
5つです。

シークワードクイズ
頭スッキリ!!

4月のテーマ
「府県の鳥」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様にクオカードをプレゼントします。

　４月は「府県の鳥」がテーマです。１９６４年（昭和３９年）北海道の道鳥にタ
ンチョウ（丹頂）が指定されました。頭頂部の赤い部分に羽がないのが特徴
です。
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読め
るようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも使
用しなかった文字をうまく並べかえてください。

〈ヒント〉 冬鳥なので日本ではさえずりません。冬には口をつぐん
でいる。〇〇〇と呼ばれるようになったとのこと。

リ ス ト

となります。

シワヌイコオン
スイグウツシガ
グギノキロドウ
ギトトジジリヨ
リサメトオルチ
ズバラモホオイ
ミモヒシカオラ

シヤクナゲ

解答

3月号の解答と当選者

小 樽 市 佐 藤  幸 子さん

神恵内村 パ ピ プ ぺさん

釧 路 市 曽 我  徹 也さん

根 室 市 ほっか ぶりさん
斜 里 町 吉 田  彩 香さん

□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

イヌワシ (石川)
ウグイス (山梨/福岡)
オオルリ (栃木)
オシドリ (山形/鳥取/長崎)
カモメ (神奈川)
ガン (宮城)
コウノトリ (兵庫)
シラサギ (徳島)

トキ (新潟)		
ヒバリ (茨城/熊本)
ホオジロ (千葉)
ホトトギス (香川)
メジロ (和歌山/大分)
モズ (大阪)
ライチョウ
　　 (長野/岐阜/富山)

札幌の子どもたちに漁師さんの魅力を発信

令和7年度全道漁協漁場環境保全研修会・全道指導部門担当者会議
海洋環境の保全と水産政策に係る最新情報を共有しました

第39回 漁師さんの出前授業が開催されました

2月18日（水）、令和7年度の全道漁協漁場環境保
全研修会（主催：北海道漁業環境保全対策本部、全
国豊かな海づくり推進協会）並びに、全道漁協指導
部門担当者会議（主催：ぎょれん漁政部）が札幌市
のホテル札幌ガーデンパレスで開催されました。

本年度の漁場環境保全研修会は「水産業を取り
巻く環境問題について」をテーマに、㈱ウロの山口
社長が「家畜排せつ物問題の現状と課題、解決に向
けた『ウンコノミクス』の可能性」、北海道立総合研
究機構さけます・内水面水産試験場（道総研さけま
す内水試） さけます資源部 さけます資源管理グル
ープの卜

う ら べ

部研究主幹が「サケ資源をとりまく河川、

海洋の環境の現状と対応策」と題した講演がそれ
ぞれ行われ、参加者は熱心に耳を傾けていました。

午後から開催された指導部門担当者会議におい
ては、漁協職員約130名が出席し、（一社）漁業経営
安定化推進協会等の事業実施団体から、漁業経営
セーフティーネット事業をはじめとする各種補助事
業の事務手続きに関する説明が行われました。

また、補助事業を活用している漁業者が法令違
反した場合には、国への補助金返還などの厳しい
処分が措置されることから、道とぎょれんより漁協
に対して、漁業者へ法令遵守を徹底するよう注意喚
起を行いました。

2月18日（水）、道漁青連とぎょれんの共催で39
回目となる「漁師さんの出前授業」が札幌市立美香
保小学校で行われ、４年生61名が参加しました。

当日は、桧山地区漁青連会長の工藤さんと宗谷
地区漁青連会長の伊藤さんが講師を務め、お二人
が従事するたこ漁やほたて漁の様子を動画で説明

し、普段漁業に接する
機会の少ない札幌の子
どもたちに実際の漁業
の現場を伝えました。

また、後半の時間で
は、二手に分かれてロ
ープワークと網直しを
披露。生徒たちは、工藤
さんと伊藤さんの鮮や

かな技を目の当たりにして驚きの声をあげるなど、
参加した子どもたちは北海道の漁業や漁師の仕事
について、強く関心を持ってくれたようでした。

㈱ウロ 山口 亮子社長

指導部門担当者会議には100名を超える出席者が集まりました

道総研 さけます内水試の卜部 浩
ひ ろ か ず

一研
究主幹

左からぎょれん・鶴巻職員、宗谷地区の伊藤会長、桧山地区の工藤会長

伊藤さんのロープワークに児童は興味
津々でした

11 ｜ ｜ 10

ウンゼンツツジ
リキシブヤツク
チユーリツプチ
モリマオンダナ
オモシヤスドメ
シヤサクラソウ
ゲナタバツキカ



●

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ライフジャケット・見張りよし！すべてを守って一人前！

皆様からのお便り、写真、イラストをお待ちしています！
次の❶〜❸を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様にクオカードをプレゼントします。
❶なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん4月号への
感想・ご意見など （※１５０字程度まで）

❷11ページのシークワードの答え
❸住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応
募いただいた方の個人情報は、クオカード進呈や、お
便り、写真、イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）
にのみ使用いたします。写真やイラストは、返却できま
せんのでご了承ください。

11ページの間違いさがしの答え

■宛先 
 4月22日までにお送りください。
　●郵便 
   �〒０６０ー０００３ 
札幌市中央区北３条西７丁目１番地 
北海道ぎょれん 
総務企画部 広報担当

●ＦＡＸ ０１１ー２４２ー３５４３

●�電子メール 
info@gyoren.or.jp

おたより箱

編集部からのお知らせ

原
油
の
輸
入
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

燃
油
が
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。戦
争

が
早
く
終
わ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
樽
市　

宮
古
知
行
さ
ん
）

も
う
す
ぐ
卒
業
式
、四
月
か
ら
「
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年
生
」が
生
ま
れ
ま
す
。学

生
、社
会
人
は
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。

（
小
樽
市　

宮
古
登
美
子
さ
ん
）

す
っ
か
り
春
で
す
ね
。四
月
か
ら
の
ホ

タ
テ
作
業
頑
張
り
ま
す
。

（
神
恵
内
村　

パ
ピ
プ
ぺ
さ
ん　

48
歳
）

少
し
ず
つ
あ
た
た
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。毎
月
浜
の
お
母
さ
ん
の
レ
シ

ピ
を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。な
じ

み
の
味
で
も
具
が
ち
が
う
と
味
も
み

た
め
が
新
し
い
料
理
へ
と
う
ま
れ
か
わ

り
。今
月
の
ホ
タ
テ
の
春
巻
き
に
チ
ー

ズ
が
は
い
っ
て
い
て
な
ん
で
も
ホ
タ
テ

は
あ
い
ま
す
ネ
。

（
小
樽
市　

佐
藤
幸
子
さ
ん　

77
歳
）

煙
山
さ
ん
ご
家
族
の
記
事
を
読
み

ま
し
た
。風
連
湖
の
ア
マ
モ
を
間
引
き

し
、三
重
県
の
鳥
羽
水
族
館
へ
ジ
ュ
ゴ
ン

の
餌
と
し
て
空
輸
し
て
い
る
と
い
う
記

事
を
読
み
、数
年
前
に
家
内
と
二
人
で

ジ
ュ
ゴ
ン
を
見
て
き
ま
し
た
。別
海
の
ア

マ
モ
を
昨
年
か
ら
食
べ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
、ジ
ュ
ゴ
ン
の
姿
を
思
い
出

し
ま
し
た
。人
間
も
動
物
も
い
ろ
い
ろ

な
所
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り

感
動
し
ま
し
た
。き
れ
い
な
海
だ
か
ら

こ
そ
守
ら
れ
て
い
る
資
源
、こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
釧
路
市　

曽
我
徹
也
さ
ん　

81
歳
）

ぎ
ょ
れ
ん
、し
ん
れ
ん
の
方
々
も
異
動

の
春
で
す
ね
。淋
し
い
限
り
で
す
。皆
さ

ん
、新
任
地
で
も
歓
迎
し
て
あ
げ
て
下

さ
い
ね
。オ
ホ
ー
ツ
ク
の
流
氷
が
チ
ラ

チ
ラ
太
平
洋
に
流
れ
込
ん
で
来
て
る
よ

う
で
す
。早
め
に
退
散
し
て
く
れ
る
事

を
願
い
ま
す
。

（
根
室
市　

ほ
っ
か
ぶ
り
さ
ん　

63
歳
）

実
家
へ
帰
る
た
び
に
な
み
ま
る
く
ん

を
見
て
安
心
し
、ク
イ
ズ
を
し
応
募
す

る
の
が
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
！

海
か
ら
い
た
だ
く
お
魚
は
も
ち
ろ
ん
海

苔
や
ふ
の
り
、ひ
じ
き
な
ど
嬉
し
い
お

土
産
付
き
！
贅
沢
な
帰
省
で
す
♪
今
後

も
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
函
館
市　

ま
ま
ご
ん
さ
ん　

52
歳
）

今
シ
ー
ズ
ン
の
道
東
は
雪
が
少
な
く

て
暖
か
い
過
ご
し
や
す
い
冬
で
し
た
。

そ
こ
は
い
い
こ
と
で
し
た
が
、温
暖
化

の
影
響
で
し
ょ
う
か
？
温
暖
化
は
環
境

汚
染
も
関
係
が
あ
る
と
思
い
、先
日
合

成
洗
剤
か
ら
石
け
ん
洗
剤
に
替
え
ま
し

た
。自
分
が
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら

環
境
に
良
い
こ
と
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

（
厚
岸
町  

海
の
ミ
ル
ク
さ
ん  

50
歳
）

みなさんのお便りでつくるページです。

なみまる 浜中漁協
今月の

浜の
家族物

語

表紙に登場いただいた
ご家族を紹介いたします。
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 材料  ４人分

ほたて（玉冷）… ……… ８個
片栗粉…………… 大さじ２
長ねぎ…………………… １本
にんにく………………… １片
サラダ油……適量（揚げ油用）
サラダ油………………大さじ１

A
ケチャップ… ……… 大さじ４
醤油…………………大さじ１
砂糖………… 大さじ１と１/２
酒……………………大さじ１
豆板醤………………大さじ１
水………………… １３０ｃｃ

今
回
は「
ほ
た
て
の
チ
リ
ソ
ー
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豆
板
醤
の
量
で
辛
さ
を
調
整
で
き
ま
す
。お
好
み
に
合
わ
せ
て

加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
10
月
21
日
開
催
、第
１
５
２
回「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
料
理

教
室
」by 

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
に
て
紹
介
し
ま
し
た
。

 作り方
❶�ほたて（玉冷）を２～3枚に輪切りにし、片栗粉をま
ぶす。

❷�長ねぎとにんにくをみじん切りにする。

❸�Ａの材料を全部合わせておく。

❹�ほたてを１８０℃の油でカラッと揚げる。

❺�フライパンに大さじ１のサラダ油を入れ、みじん切りにし
たにんにくを炒める。火が通ったら③を入れる。

❻�煮立ったらほたてを戻し入れ、からめてから長ねぎを入
れる。

ほ
た
て
の
チ
リ
ソ
ー
ス

野付漁協

山崎 真由美さん 


